









































































星蘂1(1”） 闘秒のｲﾝﾀｰ 〃ル 60”ｲﾝﾀｰ ﾙ
横軸は時間を示す．
図l:提示した刺激 図2：実験の流れ
△
ノ
図3:NIRS装着図 図4：プローブとチャンネルの位置
※丸はプローブ番号を指す．四食
に当たり，番号は測定されるチャ
z－ブ番号を指す．四角はチャンネルの位置
ャンネル番号を指す．
3．研究成果と考察
弁別学習前群・ヲ群・弁別学習あり群・弁別学習なし群，いずれの群でも弁別課題における正
反応率に有意差はみられなかった．厚みの差異が最小10mgでは，弁別学習の有無に関わら
ず弁別できてしまったためである．
運動課題では，弁別学習なし群のoxy-Hbは弁別学習前群と同じように運動野の広い範囲
で減少した(図5の青丸の部分を参照)．この結果に対して，先行研究に基づいて3つの理
由が考えられる．
1，運動している際大脳基底核や脳幹など運動に関わる脳の深部へoxy-Hbを多く含んだ
血液を送っているためではないか(人見，萩原(2012)).
2，指を動かすだけの単調な課題によって眠くなり，皮質及び皮質下の血流そのものが低下
したのではないか．
3，指を開閉する運動課題では，「このタイミングでは指を閉じてはいけない/開いてはいけ
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55－105mg
ない」という抑制が大脳基底核からもたらされ，大脳皮質の活動が低下したのではないか
(高草木(2009)).
一方，弁別学習あり群は運動課題においてoxy-Hbが低下した範囲が減った(図6の赤丸
の部分を参照)．この結果に対する理由は以下の通りである．
1,追加の弁別学習によって，活性化する脳の部位が上昇したのではないか(Murakamiet
al(2010)).
弁別学習あり群・弁別学習なし群，両群とも弁別課題において弁別学習前と弁別学習後
でoxy-Hbに大きな変化はなかった．よって触覚学習が進むと運動野と体性感覚野でoxy-Hb
の増加が観察できるのではないか，という仮説は棄却された．その理由として以下の2つ
が挙げられる．
l,弁別課題では運動だけでなく口頭での反応も行ったことで，近接する言語野や聴覚野に
も血液が流入したためではないか．
2，村上(2008)らによれば，触識別時には両側の対側感覚運動や(SMC),小脳を含む広い領
域が関与していることが示されている．よって，弁別課題時は運動課題時よりも広範な領
域が関与したために,oxy-Hbの有意な低下が見られにくかったのではないか．
弁別学習有り
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図5：弁別学習なし群図6：弁別学習あり群
※青色は有意にoxy-Hbが減少したチャンネル，赤色は有意に増加したチャンネルで
ある．実験参加者の一部はNIRSで測定できなかったため，弁別学習前群は19人，
弁別学習なし群は9人，弁別学習あり群は8人．
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4．結論
弁別学習前群・弁別学習あり群・弁別学習なし群，いずれの群も運動課題・弁別課題で，
運動野と体性感覚野でoxy-Hbの増加が観察できなかった．
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